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要旨

　本研究は、実習指導者講習会を修了した実習指導者

が、講習会でどのような経験をし、それをどのように役

立てて指導者としての役割を遂行しているのか、またそ

の影響要因を明らかにすることを目的に行った。研究対

象者は、Ａ県内の実習指導者講習会を修了した臨地実習

指導者７名である。平均年齢は３８.７歳。全員女性であ

る。臨地実習指導者としての経験年数は、平均４年３ヶ

月である。半構造化面接による聞き取り調査で得られた
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チ」を用いて分析した。その結果、次のことが明らかに

なった。

　実習指導者が指導者としての役割を遂行していくプロ

セスは、実習指導者講習会で、［学生理解の深まり］［思

考の転換］［学生の立場に立つことの再認識］［実習指導

者の役割］といった【講習による学び】から、［実習指導

のモットー］を持って学生指導を行っていた。しかし、

実習指導をする中で［学生の状況に気づけない自分］［学

生指導に困惑］といった【学生指導上の困難】を体験し

ていた。学生指導上の困難を体験した場合、乗り越える

要因としては、［受講仲間のフォロー］［スタッフ間の学

生指導の統一化］【教員との連携】があった。学生指導を

困難にしている要因の一つに【乗り越えられないスタッ

フとの壁】があった。スタッフに対しての実習指導に関

する研修会を設けるなどの対策が必要であると考える。

Ⅰ　はじめに

　看護教育は、学内における授業と実習から成り立って

いる。実習は、既習の知識を統合して実践する難易度の

高い科目であり、臨地実習指導者（以下、実習指導者）

の果たす役割が重要となる。先行研究１）では、実習指導

の内容や方法、指導者の心理的側面、指導者のレディネ

スなどに関したものはみられるが、臨地実習指導者養成

講習会（以下、実習指導者講習会）でどのような学びを

し、それをどのように役立てて実習指導をおこなってい

るかという研究は見当たらない。そこで、本研究では、

実習指導者が実習指導者講習会でどのような学びをし、

それをどのように活用し、その役割を遂行していくのか

その過程を明らかにし、どのようなサポートがあれば、

効果的に実習指導ができるのか示唆を得る。

Ⅱ　目的

　実習指導者講習会を修了した実習指導者は、講習会で

どのような経験をし、それをどのように役立てて指導者

としての役割を遂行しているのか、またその影響要因を

明らかにする。

Ⅲ　用語の定義

　臨地実習指導者：実習指導者講習会を修了し、学生指

導を行っている看護師をいう。

Ⅳ　研究方法

１．研究デザイン

　本研究のデザインは質的帰納的研究であり、木下２）が

提唱する修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（以下、M-GTA）を用いて分析した。

　M-GTAは、社会的相互作用に関係し、人間行動の予測

と説明に関わること、研究テーマによって限定された範

囲内における説明力に優れた理論であることに加え、方

法論が明確である。本研究のテーマである実習指導者が

指導者としての役割を遂行していく過程は、講習会での

教員や実習指導者、研修仲間、臨床現場でのスタッフや

学生といった様々な人々との相互関係の中で、変化して

いくものと考えられるので、分析に適していると判断し

た。

２．研究対象

　Ａ県内にある２００床以下の病院１ヶ所と５００床以上の病

院２ヶ所に勤務する看護師で、８週間の実習指導者講習

会を修了した７名を対象とした。対象者の選定は、所属

や個人が特定されないように複数ヶ所の病院とした。対

象となった看護師の平均年齢は３８.７歳（３４～４５歳）。全員

女性である。臨地実習指導者としての経験年数は平均４

年３カ月（１年半～９年）である。

３．研究期間

　２００９年１１月～２０１０年２月

４．データ収集方法

　１）半構造化面接による聞き取り調査：面接は個別に

行い、面接回数は１回、面接時間は３０～６０分である。

面接内容は対象者の同意を得て録音し、逐語録を作

成した。

　２）聞き取り調査の内容：実習指導者講習会での学び

の体験と講習会終了後、その学びを学生指導にどの

ように活かしているか、学生を指導する上で困難を

有した体験、充実感を得た体験などについて語って

もらった。

５．分析方法

　逐語録が完成したものから順次分析を開始し、データ

収集と分析作業を同時並行で行った。M-GTAの手順に

沿って継続的比較分析を行った。分析テーマは、“看護

職員臨地実習指導者養成講習会を受講した実習指導者が

指導者としての役割を遂行していくプロセス”とし、分

析焦点者を看護職員臨地実習指導者養成講習会を受講し

た実習指導者とした。

　具体的手順としては、まず１例分のデータ全体に目を

通し、分析テーマに照らして重要と思う文章あるいは段

落に注目し、分析焦点者にとっての意味を考えながら概

念を生成していった。

　一方、２例目以降のデータにおいて、１例目で概念化

した具体例の類似例あるいは反対例を確認し、新たな概

念を生成していった。これらの作業と同時並行で、概念

間の関係性も検討し、概念の意味にまとまりがあるもの

をカテゴリー化し、全体の関係を図式化していった。分

析の過程では、適宜質的研究をしている看護教員のスー

パービジョンを受けた。
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Ⅴ　倫理的配慮

　本研究は、新潟医療福祉大学倫理委員会の承認を受け

て実施した。研究対象者に対して、研究の主旨、協力依

頼内容、データの取り扱い・管理方法、個人が特定でき

ないように固有名詞は記号に変換し、概念の具体例の記

載においては、個人が特定されないように配慮した。

Ⅵ　結果

　分析の結果、実習指導者講習会を受講した実習指導者

が指導者としての役割を遂行していくプロセスは、図１

に示すように、実習指導者講習会で［学生理解の深まり］

［思考の転換］［学生の立場に立つことの再認識］［実習

指導者の役割］といった【講習による学び】から［実習

指導のモットー］を持って学生指導を行っていた。しか

し、実習指導をする中で［学生の状況に気づけない自分］

［学生指導に困惑］といった【学生指導上の困難】を体

験していた。その場合、何とか自分で問題を解決しよう

と［指導方略の模索］をしたり［学生の居場所の確保］

をするといった【実習指導の取り組み】を行っていた。ま

た、一人で解決できない場合は、上司に相談し［スタッ

フ間の学生指導の統一化］を図ったり、［教員へのフォ

ロー依頼］をしたり、［教員との指導の統一化］を図った

り、［教員への要望］を出すといった【教員との連携】を

とっていた。さらに、［受講仲間のフォロー］を受けて

［実習指導者としての充実感］を得たり、［看護の原点に

立ち戻る］体験や［実習指導者の特権］を感じるといっ

た【実習指導者としての意欲向上】を持つに至っていた。

しかし、一方で【乗り越えられないスタッフとの壁】を

感じており、そのことが学生指導を困難なものにしてい

た。

　以下にカテゴリーと概念について具体例をあげながら

説明する。なお、文中ではカテゴリーを【　】、概念を

［　］で表し、定義を下線、具体例を「　」で示す。

１．【講習による学び】

　実習指導者は、講習会において以下のような【講習に

よる学び】を体験していた。［学生理解の深まり］［思考

の転換］［学生の立場に立つことの再認識］［実習指導者

の役割］の４つである。

　１）［学生理解の深まり］は、講義を受けることで学生

に対する見方が変わったということである。以下に

具体例を示す。

　　　「自分たちの時代とはちょっとずつ変わってきて

いるんだなって。一人っ子も多いし、年齢層の違う

人と付き合いが少ないんだなと、そんなふうに思い

ました。」

　２）［思考の転換］は、臨地実習指導者は、学生の指導

をする人であると捉えていたが、講習を受けること

によって学生と一緒に看護を学ぶ人であるというこ

とを学んだということである。

　　　「教えるというより、一緒に学ぶっていうことが

大切ということが、どの講師の話の裏にもあるよう

な気がして、それが一番印象的でした。」

　３）［学生の立場に立つことの再認識］は、講習を受け

ることで、学生の立場に立つということの重要性を

再認識できたということである。

　　　「講習会で病院実習に出た時に、学生の立場に

なってみて居場所がない、なんていうんでしょう

か、申し訳ないみたいなそんな感情。どこに居てい

いか分からない。そういうのがとても心に残りまし

た。」

　４）［実習指導者の役割］は、実習指導者としての役割

を具体的にどのようにしたらよいのか講習時に先輩

の実習指導者を見て理解できたということである。

　　　「そのＡ病院さんでは、（学生に）じゃ、まず座っ

てと言って……。まずこういうのが環境を整えるっ

てことなんだなと思ったんです。」

２．［実習指導のモットー］は、実習指導者として学生指

導をする時に心がけていることである。

　「できるところはきっちり認めて、看護って楽しいん

だなという風にしてあげたいというのが自分の中にある

のでそういうところを大事にしています。」

３．【学生指導上の困難】

　実習指導者は、実習指導において様々な困難を体験し

ていた。【学生指導上の困難】は、［学生の状況に気づけ

ない自分］と［学生指導に困惑］の２つの概念で構成さ

れていた。

　１）［学生の状況に気づけない自分］は、実習で学生が

戸惑ったり、どうしてよいのか迷ったりしていると

いう事実に気づかず指導しているつもりでいる自分

に対して不甲斐無さを感じることである。

　　　「学生さんには（実習の）最後にアンケートを書い

ていただくんですよ。指導はどうでしたかと。その

中で看護師によって言うことが違うので戸惑った。

誰に聞いたらいいのかわからない。というのがあっ

たんですね。こっちは指導しているつもりなんです

けど、学生にとっては迷ったという事実。それが最

終的な事実なんですよね。」

　２）［学生指導に困惑］は、どのように指導したら学生

が理解できるのかわからず戸惑うことである。

　　　「カンファレンス中、学生さんが感極まって泣い

たりとか、そういうのを受け止めたりフォローした

りするのがちょっと大変でしたね。」
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４．【実習指導の取り組み】

　実習指導者は、【学生指導上の困難】を感じた場合、ど

のように指導したら学生に効果的な指導ができるか考え

て取り組んでいた。【実習指導の取り組み】は、［指導方

略の模索］［学生の居場所の確保］の２つの概念から構成

されていた。

　１）［指導方略の模索］は、どのように学生指導をすれ

ばよいか試行錯誤することである。

　　　「ちょっと時間をもらって、その学生と一緒に学

校の看護過程の資料を出して一緒に考える時間を

とったんですけど、結局少ししか解決はしなかった

んですけど……。」

　２）［学生の居場所の確保］は、学生が実習場所に受け

入れられているという安心感をもてるように環境を

整えることである。

　　　「（学生の）気持ちを踏みにじらないとか、頑張ろ

うとか、明日も来ようとか、サポートしてくれる指

導者がいるとか、一緒にやってくれる人がいるだけ

で頑張れるんだと思ったので、居る場所を作ってあ

げたいなと、安心して来れる場所というか、そうい

う気持ちで……。」

５．［スタッフ間の学生指導の統一化］は、学生が混乱し

たり、迷ったりしないようにスタッフ間で、学生の指

導についてどのように対応するか決めておくことであ

る。

　　「（学生の）アンケートをもらった時に、看護師長と

もう一人の指導者と話をして、こういうことがあった

というのは事実なので、次にそういうことにならない

ように、指導者がいない時に誰に聞けばよいか、それ

から、看護師によって言うことが違うというのは、そ

れぞれ考えが違うので、いろいろな意見があって当然

です。その中で患者さんにとってどれがベストかとい

うことを考えていくのが看護過程ですということを

（学生に）フィードバックしていくことにしました。」

６．【教員との連携】

　実習指導者は、【学生指導上の困難】を体験すると、【教

員との連携】をとっていた。【教員との連携】は、［教員

へのフォロー依頼］［教員との指導の統一化］［教員への

要望］という３つの概念で構成されていた。

　１）［教員へのフォロー依頼］は、実習において学生が

困惑したり、感情的になったりした場合に、指導者

としての自分の対応を教員に伝え、その後の対応を

依頼することである。

　　　「心ないこと、例えば、手洗いの件ですけど、そう

いうことがあった場合に、学生さんがちょっと落ち

込んでいるので、私はこういうふうに声を掛けまし

たとか、その後のフォローをしてもらえるようにと

か。現場だけでも学生さんが気落ちしたら困るの

で、先生にもフォローしてもらえるように、自分が

思っている状況をお伝えして。いろいろ対応しても

らうと落ち込まないと思うので。」

　２）［教員との指導の統一化］は、学生にどのように指

導してよいのか分からない時に、教員に相談して指

導方法を決め、学生を混乱させないようにすること

である。

　　　「私はこう思うけどっていうのがある時に、うそ

の指導はできないので、先生にこういう風に学生さ

んが言っているんだけど、私はこう思ったんだけ

ど、学校でどんなふうに教わっているんですかって

言ったら、それはこういう意味ですっていうと解決

したり、学生さんを混乱させないためにも私と先生

がコミュニケーションをとって学生さんに関わるの

は効果的だと思います。」

　３）［教員への要望］は、事前に実習指導上必要な学生

の情報が欲しいと思うことである。

　　　「学生がトラブルっていうとあれですけど、前も

学校に来れなくなってメンタル面でフォローが必要

な子がいるというところとか、そういうところは事

前に情報があるといいなと思います。」

７．［受講仲間のフォロー］は、同時期の受講者に実習

指導上で困難があった場合に相談できて心強いと思う

ことである。

　　「迷った時に、メールしたり、電話をしたり、会って

相談ができるので……。仲間が出来たので宝ができま

した。」

８．【実習指導者としての意欲向上】

　実習指導者は、実習指導を通して実習指導に対する意

欲が向上していた。【実習指導者としての意欲向上】は、

［実習指導者としての充実感］［看護の原点に立ち戻

る］［実習指導者の特権］の３つの概念から構成されて

いた。

　１）［実習指導者としての充実感］は、自分が学生に関

わり、学生に頼りにされたり、学生に良い変化がみ

られて実習指導者としての満足感を得ることであ

る。

　　　「（看護過程を）一緒にして、（学生は）一つでも書

けたことがすごく嬉しいことだったんですね。その

プランを次にやっていました。わかってくれたって

私も嬉しかった。」

　２）［看護の原点に立ち戻る］は、学生から看護につい

て問われたり、看護師として見られていることを感

じて看護について改めて考えさせられることであ

る。

　　　「先輩の看護師として見られている。だからきち
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新潟医福誌１０（２）１８・２３

んとしなきゃいけないというか、大事なことってい

うか、そういうことはできないなっていうのは思い

ましたね。いつもきちんとしているつもりなんです

けど、やっぱり日々の業務の中で患者さんの気持ち

を忘れたりとか、仕事にルーズになったりするのが

あるので、ハッとして、やっぱり看護の原点を感じ

ました。純粋な目で見られているから。」

　３）［実習指導者の特権］は、実習指導者として学生指

導に関わっていることで、新しい知識を得ることが

できると思うことである。

　　　「理論ですね。学生さんは概論は学んできている

ので、そういう思考で患者さんに接するので、それ

に近づいてアドバイスができるように。わからない

ところは、先生に、学生さんがこういう風に考えて

いるけど、私はよくわからないので何か資料があっ

たら見せてくださいとか、私自身が理解するために

も、先生がいるっていうこと、先生とコミュニケー

ションとれているから、私も教えていただく。学生

さんと関わっていると同時に、多分先生は指導者も

教えているんだと思うんですけど……。」

９．【乗り越えられないスタッフとの壁】

　実習指導者は、学生指導に対するスタッフの受け止め

方にギャップを感じ、どうにかしたいと思っているが自

分ではどうにもならないと感じていた。【乗り越えられ

ないスタッフとの壁】は、［解消できないスタッフの負担

感］［スタッフ教育できない自分］という２つの概念で構

成されていた。

　１）［解消できないスタッフの負担感］は、スタッフに

実習指導の楽しさを伝えたり、学生の実習受け入れ

に対するスタッフの負担感を取り除くことができな

いもどかしさを感じることである。

　　　「他のスタッフは（学生が実習に来ることを）毛嫌

いしている人もいると思うんですけど、この良さを

なかなか私も伝えられていない。いくら楽しそうに

していてもなかなか伝わらない。」

　２）［スタッフ教育できない自分］は、研修で学んだ学

生指導のあり方をスタッフに教育できない自分にも

どかしさを感じることである。

　　　「スタッフに対して難しいなって思います。学生

に興味がないと、もう学生なんてってなるので、そ

図１
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実習指導者が指導者としての役割を遂行していく過程とその影響要因

れがちょっと板挟みじゃないですけど、その辺が難

しいなって……。」

Ⅶ　考察

　本研究では、実習指導者講習会での学びから実習指導

者としての意欲向上までを一連のプロセスとして示すこ

とができた。

　実習指導者は、実習指導者講習会で、［学生理解の深ま

り］［思考の転換］［学生の立場に立つことの再認識］［実

習指導者の役割］について学んでいることが明らかと

なった。米田３）らは、教育・指導方法を学ぶことと教育

対象を理解するということを講習会での学びとして報告

しているが、本研究で特徴的なのは、［思考の転換］［学

生の立場に立つことの再認識］である。講義や実習を通

して、実習指導者に対する考え方が、教える人から学生

と一緒に看護を学ぶ人という捉え方に変わり、自分が学

生の立場になってみて初めて居場所のない学生の状況が

実感でき、その体験を通して、学生の居場所の確保を心

がけていた。このことは、看護職として経験を積むごと

に忘れかけていた自分の学生時代の状況を思い起こさ

せ、学生が実習しやすい実習環境を整えることにつな

がったと考えられる。

　実習指導者は、学生指導をする上で様々な困難を体験

していた。自分は学生を指導しているつもりでいても、

実際は学生を混乱させているという状況に気づけていな

い自分がいたり、学生の理解を促すためにはどのように

指導したらよいのか、感情的になっている学生への対応

をどのようにしたらよいのかと困惑していた。大高４）ら

は、初めて実習指導を担当した看護師の実習指導におけ

る困難として、指導内容・方法や指導に対する不安を報

告している。本研究においても、指導内容・方法につい

ては、大高らの結果と同様に困難を感じているといえ

る。講習会で講義を受けてもそれだけでは、実際の場面

で適切な対応ができるとは限らない。様々な場面を経験

し、省察することを通して、困難を乗り越えていくこと

が可能となるものと考える。また、学生の感情面への対

応についても、講習会での学びと経験を積む中で検討

し、対応していく必要があるのではないかと考える。

　困難を解決する要因としては、［受講仲間のフォ

ロー］、［スタッフ間の学生指導の統一化］、【教員との連

携】があることが明らかとなった。しかし一方で、【乗り

越えられないスタッフとの壁】も抱えていた。高島５）ら

は、臨地実習指導者は、スタッフへの働きかけの難しさ

を感じていると報告しているが、本研究においても同様

の結果であった。実習生を受け入れることによるスタッ

フの負担感を軽減したり、講習会で学んだ実習指導に関

することをスタッフに教育することに難しさを感じてい

た。このことは、実習指導者が一人で解決できる問題で

はないといえる。例えば、学校側で病院のスタッフに対

して、実習指導に関する研修を実施するなどして、実習

指導者一人で抱え込まず、病棟スタッフが一丸となって

実習指導ができるような対策が必要であると考える。ス

タッフの実習指導への考え方が変わり、協力が得られる

ようになると、実習指導者としての意欲も更に向上し、

学生指導も更に充実するものと考える。

　今回の研究では、理論的飽和化までは至らなかったの

で、今後、さらに対象者を拡大し理論生成を目指す必要

があると考える。また、実習指導の経験年数によっても

困難感や実習指導の取り組み方も違ってくると思われる

ので、経験年数による違いについても研究していく必要

があると考える。

Ⅷ　結論

１．実習指導者は、実習指導者講習会において、［学生理

解の深まり］［思考の転換］［学生の立場に立つこと

の再認識］［実習指導者の役割］について学んでいた。

２．学生指導上の困難を体験した場合、乗り越える要因

としては、［受講仲間のフォロー］［スタッフ間の学

生指導の統一化］【教員との連携】があった。

３．学生指導を困難にしている要因の一つに【乗り越え

られないスタッフとの壁】があった。スタッフに対

して実習指導に関する研修会の機会を設けるなどの

対策が必要であると考える。
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